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e article studies the policy of sericultural industries and the actual situation of local societies in 
Northeast China-Feng Tian and An Dong in-in 1930’s.
First, the sericultural industry had prospered at Feng Tian and Andong districts in Northeast China 
since WW I. Especially the silk industry had placed a weight on the export for Japan since the late 1920’s. 
However the yield had decreased since the Mukuden incident on 1931.
Second, Japanese imperialism had put emphasis on the improvement of silkworms and on imple-
menting a plan for increasing the product of cocoons for ‘Manchukuo’ era. e Manchurian Sericultural 
Corporation was established in 1939 in order to carry out the revision of ‘e Manchurian ve year’s 
plan for an industrial development.’ But this company brought about serious conicts against local agri-
cultural associations （合作社）.
Third, the ‘Manchukuo’ government had accelerated increasing the product of cocoons since  
Sino‒Japanese War. On the other hand, the peasantry changed from the sericultural industry to food  
production. Moreover they diverted cocoons for rationing onto the black market. As a result of that,  
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推移は 1927～31年の 5年間を 100とした数字。
出典：安東商工公会調査科編『柞蚕に関する研究』（1941年）125頁。
図 1　1930年代中国東北輸出総額に占める柞蚕繊維の割合（上）と推移（下）
̶     ̶















































̶     ̶
































安東県 　3  104 　106
　  125 　1800 　 6500
　41250 　1080 　   93
安東市内  29 4694  5716
　 5032 400836 2263400
2314720 228477 　49794
荘河県  21 1149  1112
　  698  43558  421730
 230340  26134 　 6030
岫巌県  70 3049  2739
　 1049  60276  598825
 346170  36166 　 8563
寛甸県  20  455 　403
　  223  13750 　55620
　66900 　4125 　  795
鳳城県 　8  193 　193
　  224 　4590 　23400
　73920 　2754 　  334
総計 151 9644 10269
　 7351 524810 3369475
3073300 298736 　65609
出典：満洲国国務院総務庁情報処編『省政彙覧　安東省篇』P131（龍溪書舎，1987年復刻版）
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東豊県農事合作社 37年 10月 柞蚕七六四三六三八粒，二四一一六円
清原県農事合作社 37年 12月 柞蚕飼育資金貸付金二四三円
出典）奉天省興農合作社聯合会『奉天省農事合作社誌』（1942年）
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れるほど，盛んであった。柞蚕飼育資金借入先は満洲興業銀行であり，借入契約高 5万 3640円，貸







海城県の場合，1938年時点で飼育戸数は 2844戸（春 869，秋 1975），飼育面積は 81,108 ha（3302
把），年間生産量は 2億 5000万粒，販売額約 70万円であった。県内製糸工場数は 20戸，機械は









年度は 120億粒，41年度は 200億粒，42年度は 250億粒，43年度は 300億粒とする増産目標を掲











































奉天省 出廻数量 安東省 出廻数量
復 108484 安東  260721
蓋平 209375 荘河  238815
海城  90396 岫厳  378524
遼陽  86408 鳳城  449108
西豊 121796 寛甸  269780
本溪  15161 桓仁 　 4198
撫順  42743 通化省 　 2914
清原  11845 合計 1604060
西安  21525 単位は千粒
東豊 　7538
（池田正五郎「東北満に於ける柞蚕開発方法に
関する私見」『興農』第 2巻 8号，1941年 8月）
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足した。そこで，柞蚕会社では生活必需品の昂騰事情を勘案して収買価格を 1000粒 3円から 30銭





省別 県別 数量 金額
奉天省
遼陽県 　  587,466  262,876.55
蓋平県 　  964,218  271,745.71
小計 　 1,551,684  534,622.26
安東省
荘河県 　 1,517,262  606,339.26
岫岩県 　 1,503,929  750,214.14
寛甸県   28,230,834 1,153,508.95
小計 　 5,842,025 2,509,062.35
合計 　 7,393,709 3,043,684.61
1940年柞蚕販売事業実績・代理買付納入高
省別 社名 数量・粒 金額
奉天省
撫順県   17,844,151   62,297.31
本溪県 　  400,753  101,340.79
西豊県  316,544,292  896,425.84
清原県 　 1,894,000 　 3,379.70
小計  336,683,196 1,063,443.64
通化省
通化県 　 3,005,393 　 9,881.05
小計 　 3,005,393 　 9,881.05
安東省
安東県  210,046,195  544,982.30
荘河県  252,877,423  605,339.26
岫岩県  299,987,182  750,214.14
鳳城県  832,264,179 2,120,970.53
小計 1,595,174,979 4,022,506.23
合計 1,934,863,568  5,95,830.92
（興農合作社中央会調査課『康徳 7年度　興農合作社統計年報』）
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蚕会社全株主 593名中，満洲紡績 10400株・安東柞蚕加工（三井系）9400株・満蒙毛織 9400株・











































者 130余軒は 84軒に，絹紬業 390軒は 57軒に許可業者に登録制が実施された。その結果，未登録
業者は繭の配給を受けられないことになった 66。また 1939年より 2年間実施された種子配給協会に
よる種繭配給方法は農民の反発により従来の「蚕匠」による方法に変更された 67。安東省，奉天省で
は密売取締の省令も公布されている 68。
そこで満洲国政府では 1941年度の収繭予想額を約 42億粒（前年収買実績 30億粒）に設定し，そ
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金額 口数 金額 ％
吉林省
蛟河県 　 900  15 　  900 0.1
磐石県 　1,260.00  63 　 1,260.00 0





通化県 　9,770.00 251 　  7567 0.8
柳河県 　5,210.00 188 　 6,174.95 1.1
輝南県 　 930  23 　  930 0.2
輯安県 　1,767.00  44 　 1,736.11 0.7
小計  17,677.00 506   16,408.06 0.6
奉天省
撫順県  13,450.00 179 　 9,700.00 3
本溪県  45,560.00 104 　 5,980.00 0.5
遼陽県  23,180.00 334   1,3920.00 0.8
海城県  23,780.00
蓋平県 158 　 7,915.43 106ママ
復県  16,350.00 322   10,160.00 1.6
清原県  10,705.00 172 　 6,353.00 0.6
興京県 　1,010.00  51 　  1,00.00 0.1
小計 144,035.00 　0 　 1.32 0.6
熱河省
泙寧県 　 185 　7 　  185 0.1
小計 　 185 　7 　  185 0.0ママ
四平省
西豊県 121,620.00 290   12,870.00 5.5
西安県 　9,280.00  54 　 1,800.00 0.3
東豊県 　6,580.00  58 　 4,780.00 0.9
小計 137,480.00 402   19,450.00 0.6
（興農合作社中央会調査課『康徳 7年度　興農合作社統計年報』）
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合会補助費 3万 7000円，検査費 4800円が計上されている「柞蚕糸業振興費，満洲国，二年度も計上」（『満日』1935年 7
月 2日）。



































































22 「五ケ年計画と併行，柞蚕業発展を期す，奉天省，具体案を練る」（『満日』1937年 2月 5日）
23 「柞蚕糸同業公会を創立」（『満日』1937年 9月 15日）
24 満洲帝国地方事情大系刊行会『奉天省蓋平県事情』（大同学院同窓会出版部，1936年）74～75頁
25 『満日』1932年 7月 5日
26 「柞蚕と畑作の減収で蓋平農民の苦境」（『満日』1932年 3月 7日）
27 前掲『奉天省蓋平県事情』74～76頁
28 「蓋平県之巻」（『奉天農事合作月刊』第 2巻 11号，1939年 11月）
29 「蓋平県之巻」（『奉天農事合作月刊』2巻 11号，1939年 11月）
30 産業部内に柞蚕対策研究委員会を設置，一，柞蚕繭の標準価格決定，一，柞蚕業に対する一貫的安定策の樹立を審議・決定
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年計画に編入，柞蚕開発積極化」『満日』1938年 8月 16日）同様の記事，『安東経済月報』5号（1938年 8月）。
31 「産業五年計画に編入，柞蚕増産の大綱決す」（『満日』1938年 8月 14日）同時期，安東省公署においても柞蚕協議会が開
催され，柞蚕繭の取引標準価格などについて議論されている（「柞蚕繭糸標準価格，安東省提出原案を審議」『満日』1938年
8月 31日）。
32 『奉天農事合作月刊』第 1巻 3号，50～51頁（1939年 11月）
33 「西豊県に於ける柞蚕飼育資金貸出概況」（『奉天農事合作月刊』第 1巻 2号，1938年 10月）
34 『奉天農事合作月刊』3巻 1号，33～35頁（1940年 1月）
35 「柞蚕増殖計画成る」（『満洲評論』第 16巻 25号，1939年 6月）
36 「柞蚕増殖五ケ年計画」（『安東経済月報』10号，1939年 1月号）
37 「柞蚕統制会社，新京に設立と決定」（『満日』1939年 5月 27日）
38 「農事合作社を語る座談会記録」（奉天省興農合作社連合会『奉天省農事合作社誌』1942年）ここでも鈴木辰雄（奉天省農林
科長）から「合作社と特殊会社との事業分野がはっきりしない」との批判が提起されている。




41 「柞蚕統制会社を現地より批判す上・下」（『満日』1939年 9月 15・16日）
42 「柞蚕繭の出廻渋滞，打開対策に腐心」（『満日』1940年 1月 28日）
43 「柞蚕繭需給調査，増産対策要旨決定」（『満日』1940年 3月 8日）
44 「繭の配給不足で三割操業も困難」（『満日』1940年 4月 9日）
45 「絹紬の収買，今後柞蚕会社で，近く産業部訓令公布」（『満日』1940年 4月 23日）
46 「絹紬組合法を制定，柞蚕繭の流出防止」（『満日』1940年 6月 29日）
47 「柞蚕工業組合結成，原料糸配給一元化，示達原案にもとづき各省実施案樹立」（『満日』1940年 5月 25日）
48 「柞蚕増産対策成る，収買価格引上げを考慮」（『満日』1940年 5月 26日）
49 「綿布と交換で春繭の出廻促進，奉天省下十県に実施」（『満日』1940年 6月 18日）
50 「柞蚕繭加工業者の整理統合愈々断行，奉天省振興対策に本腰」（『満日』1940年 8月 1日）










52 「柞蚕繭の収買を中止す，奉天省下三県」（『満日』1940年 11月 8日）
53 「等外繭収買に格差」（『満日』1940年 11月 12日）
54 「等外繭の収買を中止す」（『満日』1940年 11月 19日）
55 「等外柞蚕繭公定価決定」（『満日』1940年 11月 29日）






57 「柞蚕増産対策要綱決定」（『満日』1941年 6月 17日）
58 「満洲柞蚕人事異動」（『満日』1941年 6月 27日）
59 「経営台帳決定，柞蚕飼育農家調査五月上旬実施」（『満日』1941年 4月 25日）
60 「時期既に遅く，技術的に甚だ困難，柞蚕増産対策要綱奉天省説明会」（『満日』1941年 7月 4日）
61 「柞蚕増産対策による業務移譲に異論」（『満日』1941年 7月 5日）
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「満洲国」下柞蚕工業政策と合作社
62 「柞蚕会社の一元扱ひに安東興農連は反対表明」（『満日』1941年 7月 8日）
63 「興農再検論表面化，柞蚕増産対策に現地側断乎反対」（『満日』1941年 7月 11日）
64 「柞蚕増産対策，奉天省運用方策決定」（『満日』1941年 8月 7日）
65 「撫順柞蚕非難の声高し，県当局等が直営計画」（『満日』1941年 8月 14日）
66 「登録制度を採用，柞蚕加工業者の整理愈々実施」（『満日』1941年 10月 4日）


















69 「収繭四十二億粒，柞蚕秋繭の出回り予想」（『満日』1941年 10月 22日）
70 「秋繭から収買直営，柞蚕会社増産促進態勢」（『満日』1941年 9月 2日）
71 鎌倉巌「満洲柞蚕統制の指標」（『満洲経済』1944年 3月号）
72 安東商工公会調査科編『柞蚕に関する研究』（1941年）128～29頁
73 「合作社が一元的に指導，奉天省下柞蚕増産打合会開催」（『満日』1942年 4月 16日）「柞蚕は満洲柞蚕株式会社の技術員を
合作社の嘱託としてその指導協力を俟ち，飼育者の指導・便宜供与等を合作社が主体となつて行」うこととしている（横浜
正金銀行調査部『興農合作社に就て』1943年 6月，大阪市立大学学術情報センター所蔵）。
74 「七十億粒柞蚕増産計画樹立」（『満洲評論』第 22巻 15号，1942年 4月）
75 「柞蚕減産の根本原因」（『満日』1943年 5月 31日）1943年 1月末時点の加工工場は株式 2（日系 1，中国系 1），合名 11（全
部中国系），個人経営 52（全部中国系）の合計 75で，投下資本金額は日系資本 48万円余，中国系 132万円余，年産額は柞
蚕糸 75万円，挽手 197万円，絹綢 572万円余，蛹子 20万円余となっている（「繊維界の寵児，柞蚕」『満日』1942年 11月
30日，「伸び行く地場産業現地報告：安東省の巻」（『満日』1943年 3月 17日）。
